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避難施設 避難者数(上ヒ率 ) 
公民館(自治公民館を含む、 27か所) 3923人 (58.2%)
小学校・中学校 (6校) 1102人 (16.4%)





































































































































































観測し、大津波に襲われた。町の浸水範囲面積は 24km2であり、総面積 64.48km2の 37.2%にも
及ぶ。推定浸水域にかかる人口は8，990人、世帯数は2，913世帯である。これは2011年2月末
現在人口の53.8弘、世帯数の52.4%にあたり、町民の半数は津波による被害を被っていることに
なる 190 人的被害は死者・行方不明者は合わせて634名 (2013年3月現在)にものぼる200 自立
って報道されることはなかったが、これは宮城県内では2番目に多い数値であり、甚大な被害























































































































































































































































































死者・先祖の供養 78. 2 
仏教の教えを広める活動 48.8 
介護や死の看取りなど、老い・病気・死に関わる取り組み 29.8 




ひきこもり、不登校等の青少幼年に対する取り組み 4. 3 
環境問題への取り組み 1.8 
お寺に期待する活動はない 6.2 
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40歳から 69歳までの全国の男女600名に対して郵送法で実施。有効回収数566名(有効回収率94.3%)
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